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講座番号 Ｃ-15 講座名

記載日 2019.7.1 団体名・企業名

事業実績報告書

なごやがものづくりを得意とする訳
株式会社熊谷組

〈講座全体の概要〉(300字程度)

名古屋の産業文化は徳川家康による「清州越え」といわれる名古屋城築造と城下町づくり
にその端を発する。その後明治、大正、昭和、平成と飛躍的な発展をとげた近代諸産業の
ルーツを紐解き、将来の可能性を探る。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

説明する講師 真剣なまなざしの受講者の皆さま

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

・資料集めと選択の努力に敬意
・貴重な資料と映像を提供いただき、”なごやがものづくりを得意とする”訳が理解できた
・古い話が出てきて大変よかった
・自分の知らない未知のいろんなことを知ることができた
・楽しいひとときでした

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

なごや環境大学への市民参加者の方の意識が高く驚きました。
今年度で３回目の講座の実施となりますが、リピーターの方も何名かいらっしゃり、継続
して発信しつづけることの大切さを感じました。今回はなごやのものづくりのルーツを紐
解いて参りましたが、建設会社としての歴史への関わりなどもご紹介でき、また皆さまの
懐かしい記憶を頼りに、逆に教えていただくこともあり、充実した講座となったと思いま
す。企業としてもSDGsに取り組んでおり、引き続き、皆さまの興味が持てるような講座
を発信して参りたいと思います。
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